
　
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

２
０
２
５
年
度
入
試
（
新
課
程
入
試
）
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
高
校
現
場
に
お

け
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課

程
（
以
下
、
新
教
育
課
程
）
の
検
討
の
流

れ
を
示
し
た
の
が
図
１
だ
。 

21
年
度
夏

ご
ろ
に
は
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

し
た
実
施
要
項
の
見
直
し
に
係
る
予
告
」

が
発
表
さ
れ
る
。
22
年
度
に
は
各
大
学
が

選
抜
予
告
を
、
24
年
度
に
は
「
25
年
度
大

学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」を
発
表
す
る
。

　
高
校
で
は
、
22
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
が
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
。
指
導

要
録
に
お
い
て
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
組
織
的
に
育
成
・

評
価
す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
ッ
セ
文
教

総
研
（
以
下
、
文
教
総
研
）
が
行
っ
た
現

場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
20
年
度

秋
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
新
教
育
課
程
編

成
の
仮
案
を
作
成
し
、
21
年
度
の
５
、６

月
に
出
さ
れ
る
検
定
済
教
科
書
見
本
を
踏

ま
え
て
、
６
月
ご
ろ
ま
で
に
新
教
育
課
程

を
策
定
す
る
学
校
が
多
か
っ
た
。

■現行課程生　■新課程生

2020（令和２）年度 2021（令和3）年度 2022（令和４）年度 2023（令和５）年度 2024（令和６）年度

小学校新課程 中学校新課程 高等学校新課程→

高３ 高３ 高３ 高３ 高３

高２ 高２ 高２ 高２ 高２

高１ 高１ 高１ 高１ 高１

入
試

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大学入学共通テスト
初実施

【夏ごろ予定】
「新学習指導要領に対応
した実施要項の見直し
に係る予告」

各大学から選抜予告 【夏ごろ予定】
「2025 年度大学入学者選抜
実施要項」発表
新課程入試（2025年度入試）

新
教
育
課
程
の
検
討
の
流
れ

【秋～３月】
新教育課程の編成（仮）

教育委員会へ提出

【５～６月】
検定済教科書見本

新教育課程の編成

【６～７月】
教科書採択

【10 月】
指導書

新教育課程の編成の微
調整

指導要録の改善

→観点別学習状況の評
価の記載必須

新教育課程の編成の微
調整

新教育課程の編成の微調
整

指導のあり方・評価のあり方の
校内での検討

指導要録の改善に伴う、
観点別学習状況の評価の記載 調査書変更

＊ベネッセ文教総研作成。

テーマ

新教育課程の編成方針と
校内での推進方法

資
質
・
能
力
の
組
織
的
な

育
成
・
評
価
の
体
制
が
必
要

新
課
程
入
試
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

新課程入試までのスケジュールと、新教育課程の検討の流れ図１
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新
教
育
課
程
の
編
成
を
考
え
る
際
、
多

く
の
学
校
に
お
い
て
課
題
と
な
る
の
が
、

必
履
修
科
目
の
単
位
の
増
加
に
よ
る
コ
マ

数
不
足
だ
。
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
週

時
間
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
学
校
が
増

え
て
お
り
、
さ
ら
に
課
外
活
動
の
充
実

の
た
め
、
生
徒
が
自
由
に
活
用
で
き
る
時

間
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
中

で
、
必
履
修
科
目
の
単
位
増
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
、
苦
慮
し
て
い
る
学
校
は

少
な
く
な
い
。

　
文
教
総
研
が
全
国
の
教
師
に
、
ど
の
よ

う
に
各
教
科
・
科
目
等
の
コ
マ
数
を
決
定

し
、
新
教
育
課
程
編
成
を
進
め
て
い
く
予

定
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
を
ま
と
め

た
の
が
図
２
だ
。

　
現
場
の
対
応
の
方
針
は
、
大
き
く
３
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
１
つ
め
は
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
軸
と
し
た
対
応
だ
。

例
え
ば
、
読
解
力
の
育
成
を
重
視
す
る
学

校
で
あ
れ
ば
、
２
年
次
も
文
系
、
理
系
を

問
わ
ず
、
国
語
を
ほ
か
の
教
科
よ
り
も
増

単
位
で
履
修
さ
せ
る
と
い
っ
た
対
応
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
学
力
を
分
析

し
、
１
年
次
は
国
語
、
数
学
、
英
語
を
重

視
す
る
教
育
課
程
と
し
、
地
理
歴
史
・
公

民
は
１
年
次
に
必
履
修
科
目
１
科
目
、
２

年
次
に
２
科
目
と
す
る
予
定
の
学
校
も
あ

る
。

　
２
つ
め
は
、
指
導
と
評
価
の
あ
り
方
を

変
え
る
こ
と
に
よ
る
対
応
だ
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時

休
業
に
よ
っ
て
、
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
促
進
さ
れ
た
学
校
は
少
な
く
な
い

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
授
業

や
家
庭
学
習
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導
を
効

率
化
し
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
で
も
生
徒

の
学
び
の
質
を
担
保
す
る
。
す
べ
て
を
授

業
で
や
り
き
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
へ
の

問
い
を
工
夫
し
、
生
徒
の
自
学
自
習
を
よ

り
促
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
学
校
も
あ
る
。

　
３
つ
め
は
、
制
度
の
変
更
・
工
夫
で
対

応
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
２
期
制
へ
の
移
行
や

１
単
位
時
間
の
変
更
、
３
年
次
か
ら
の
文

理
で
の
ク
ラ
ス
分
け
の
実
施
な
ど
に
よ
る

対
応
で
、
新
教
育
課
程
に
対
応
す
る
学
校

も
見
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
の
対
応
の
方
針
も
、
こ
れ
ま
で

の
単
位
数
を
参
考
に
し
た
教
科
・
科
目
間

で
の
単
位
数
調
整
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
新
教
育
課
程
の
編

成
で
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
や
学
校
と

し
て
の
特
色
の
明
確
化
と
い
っ
た
大
き
な

視
点
が
必
要
だ
。

必履修科目の単位数増加
しかし、

履修事項は削減なし

コマ数を増加しての対応が現実的
しかし、

働き方改革による週時間削減や
「生徒に時間を返す」という動きも

方針 1

各校での教育課程の特色化

方針 2

コマ数 /指導時間が圧倒的に足りない……
特に必履修科目によって圧迫される１年次の新教育課程編成に苦慮

生徒の学びに向かう力の育成

方針 3

学校で育成を目指す資質・能力や
学校の方針を決めて対応

•生徒の実態・学校の方針から
（例）入学時にばらつきのある国・数・
英の学力を底上げする

•育成を目指す資質・能力から
（例）読解力を育成する　

指導のあり方、
評価のあり方を変えて対応

•授業と家庭学習とのすみ分け

•オンライン・オフラインの学びを組
み合わせる

•深い問いを出して、授業外で生徒
に考えさせる時間をつくる

制度変更・工夫で
対応

•２期制への移行
•１単位時間の変更
•文理選択を3 年次へ
•単位制への移行

＊ベネッセ文教総研作成。

学
校
と
し
て
の
大
き
な
視
点
が

新
教
育
課
程
編
成
に
不
可
欠

新教育課程編成における検討ポイント図２
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宍し
し

倉く
ら

校
長

　
新
教
育
課
程
の
編
成
を
進
め

る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
て
よ
り
よ
い
教
育

課
程
を
追
究
す
る
と
い
う
大
前
提
を
校
内

で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
本
校
で
は
、
学

校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能

力
「
青
高
力
」
を
備
え
た
「
目
指
す
生
徒

像
」
を
設
定
し
て
お
り
、
新
教
育
課
程
の

編
成
も
、
目
指
す
生
徒
像
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
教

務
部
が
中
心
と
な
っ
て
新
学
習
指
導
要
領

の
「
総
則
」
を
読
み
解
き
、新
課
程
で
「
目

指
す
生
徒
像
」
を
実
現
す
る
際
に
キ
ー
と

な
る
４
つ
の
観
点
を
言
語
化
し
ま
し
た

（
P.
　

70
図
３
）。
そ
れ
は
、
授
業
改
善
、
学

習
の
見
通
し
・
振
り
返
り
、
教
科
横
断
、

そ
し
て
学
習
評
価
で
す
。
そ
の
４
つ
の
観

点
を
新
課
程
に
お
け
る
目
玉
と
し
て
、
教

実践事例
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
、
自
校
に
求
め
ら
れ
る

授
業
観
を
校
内
で
目
線
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
不
可
欠

A1

育
課
程
編
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
教
育
課
程
編

成
を
教
科
間
の
コ
マ
数
の
振
り
分
け
に
終

わ
ら
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
新
課
程
に
お
け

る
目
指
す
生
徒
像
の
実
現
の
た
め
の
も
の

だ
と
、
校
内
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

千
葉
教
頭

　
何
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成

な
の
か
と
い
う
大
き
な
目
的
を
共
有
し

た
上
で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
授
業
観
の

転
換
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
へ
の
情
報

伝
達
量
を
授
業
で
最
重
要
視
し
て
し
ま
う

と
、
ど
う
し
て
も
「
時
間
が
足
り
な
い
、

教
科
書
が
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
考
え
る
と
、
授
業
の
中
で

必
ず
生
徒
が
情
報
を
獲
得
し
、
正
解
に
た

ど
り
着
く
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
が
深
ま
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
新
課
程
の
教
科
書
が
ま
だ
手
元
に
な

い
状
態
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り

方
を
校
内
で
共
通
の
も
の
と
す
る
こ
と
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

菊
池
先
生

　「
青
高
力
」
に
つ
い
て
は
、

学
校
全
体
、
そ
し
て
各
学
年
で
毎
週
の
よ

う
に
話
し
合
い
、
決
め
て
い
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。「
青
高
力
」
は
、
各
学

年
で
の
到
達
目
標
ま
で
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
描
い
た
状
態
を
実
際
の
授
業
に

教
務
主
任

笠
井
敦
司
　

か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
国
語
科
。

教
頭千

葉
栄
美
　

ち
ば
・
え
み

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

校
長宍倉

慎
次
　

し
し
く
ら
・
し
ん
じ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

外
国
語
科
主
任
・
１
学
年
副
主
任

菊
池
真
理
子
　

き
く
ち
・
ま
り
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
外
国
語
科
。

青
森
県
立
青
森
高
校

◎
旧
青
森
県
立
青
森
高
校
と
旧
青
森
県
立
青
森
女

子
高
校
が
統
合
し
て
生
ま
れ
た
。
綱
領
に
「
自
律

自
啓
」 「
誠
実
勤
勉
」 「
和
協
責
任
」
を
掲
げ
る
。

２
０
１
７
年
度
に
文
部
科
学
省 

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」 

の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立

　
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
8
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業

大
、
東
京
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
７
５
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、

同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
０
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.aom

ori-h.asn.ed.jp/

資
質
・
能
力
、指
導
・
評
価
を

踏
ま
え
た
新
教
育
課
程
編
成
へ

青
森
県
立
青
森
高
校

青
森
県
立
青
森
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
に
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能

力
「
青せ

い

高こ
う

力
」
を
設
定
。
そ
の
到
達
度
を
測
る
た
め
の
評
価
規
準
と
尺
度
を
示
す
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
と
、育
成
の
過
程
を
示
す
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
て
い
る（
本
誌
２
０
１
９
年
４
月
号
・

特
集
を
参
照
）。
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
た
同
校
の
教
師
た
ち

は
、
新
教
育
課
程
の
編
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

ど
の
よ
う
な
方
針
で
新
教
育
課
程
を

策
定
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

Q1

 Oc tober  202069

0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 68頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/28
引寺

再
念
校
10/07
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 69頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/28
引寺

再
念
校
10/07
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P67-71_view21koukou-10g.indd   69 2020/10/07   13:54



千
葉
教
頭

　管
理
職
、
教
科
主
任
、
分
掌

主
任
か
ら
成
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
内

直
轄
の
作
業
チ
ー
ム
で
あ
る
、
新
教
育
課

程
編
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、

Ｐ
Ｔ
）
が
新
教
育
課
程
の
編
成
を
中
心
的

に
担
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
は
、
学
年
、
教
科
、

分
掌
横
断
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
本

校
の
「
新
教
育
課
程
編
成
大
綱
」
で
示
さ

れ
た
ス
テ
ッ
プ
（
図
４
）
で
、
編
成
作
業

を
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
に
任
せ

き
り
に
せ
ず
、
何
を
目
指
し
た
教
育
課
程

編
成
で
あ
る
か
を
全
教
師
が
共
通
理
解

し
、
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
か
か
わ
っ
て
い
く
機
運
を
校
内
で
高

め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

笠
井
先
生

　新
教
育
課
程
編
成
の
ス
テ
ッ

プ
は
「
新
教
育
課
程
編
成
大
綱
」
に
細
か

く
明
示
し
て
い
ま
す
が
、実
際
に
は
、作
業

学
年
・
教
科
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
語
り
合
う

A2

落
と
し
込
む
段
階
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
生
徒
へ
の
問
い
方
や
題
材
の
選

び
方
に
す
る
な
ど
、
授
業
の
あ
り
方
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
新
課
程
に
お
い
て

も
、「
青
高
力
」
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、
教
育
課
程
の
編
成

に
臨
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

笠
井
先
生

　本
校
で
は
、「
青
高
力
」
と

し
て
受
信
／
発
信
力
、
論
理
的
思
考
力
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
適
切
な

形
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
本
校
の
生

徒
に
欠
か
せ
な
い
資
質
・
能
力
で
す
し
、

新
学
習
指
導
要
領
で
も
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
生
徒
に

育
む
た
め
に
、
教
科
を
横
断
し
な
が
ら
英

語
の
「
論
理
・
表
現
」
と
国
語
の
「
論
理

国
語
」
の
授
業
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
こ
と
も
、
本
校
な
ら
で
は
の
選
択

肢
だ
と
思
い
ま
す
。
資
質
・
能
力
を
そ
れ

ぞ
れ
の
教
科
・
科
目
の
授
業
で
ど
の
よ
う

に
育
む
の
か
、
ど
の
よ
う
な
テ
ス
ト
で
評

価
す
る
の
か
、
日
々
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

い
ま
す
。
授
業
で
の
生
徒
へ
の
発
問
、
そ

し
て
定
期
考
査
の
問
題
が
、
知
識
を
覚
え

て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
知
識
を
活
用
し
て
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
全
教
科
で
問
題
意
識
を
持
っ
て

各
教
師
が
問
い
直
し
て
い
ま
す
。
本
校
で

は
今
年
度
か
ら
、
教
頭
が
各
教
科
の
定
期

考
査
の
問
題
に
目
を
通
し
て
、
資
質
・
能

力
の
育
成
に
つ
な
が
る
作
問
に
な
っ
て
い

る
か
を
確
認
し
、
各
教
科
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
学
校
ぐ
る
み
で
授

業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
新
教
育
課

程
の
編
成
を
進
め
る
土
壌
と
し
て
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊1　教育課程に基づき組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っていくこと。

ど
の
よ
う
な
体
制
・
ス
テ
ッ
プ
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
な
が
ら
教
育
課
程
編
成
を
行
う
の
か
？

Q2

青森県立青森高校　カリキュラム・マネジメントの全体像図３

青高力10の力
知力・学力　課題発見力

行動力　協働力
受信 / 発信力　

論理的思考力　課題解決力
原因分析力　自己管理能力

　 自己実現力

主体性と協調性を持って果敢に未来を切り拓く生徒

学習効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメント＊1

教　育　課　程

目指す生徒像

資質・能力

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方

学習指導

シラバスの活用／
アンケート

青高力に基づいた
各 教 科・科目の目
標設定／探究学習
とのリンク

習得・活用Ⅰ・活用
Ⅱによる考査設計 /
ルーブリックの活用

アクティブ・
ラーニング／

ICT 活用

学習の見通し・
振り返り

教科横断 学習評価

授業改善
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

を
進
め
る
中
で
さ
ら
に
工
程
を
細
か
く
し

て
時
間
を
か
け
た
り
、
統
合
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
求
め

ら
れ
る
学
び
の
あ
り
方
を
念
頭
に
、
学
校

の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
教
科
の
立
場

を
超
え
て
語
り
合
い
な
が
ら
編
成
を
進
め

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
全
教
師
に
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
９
月
に
は
、「
大
学
入

試
改
革
×w

ith

コ
ロ
ナ
×
学
校
教
育
で

大
切
な
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新

学
習
指
導
要
領
の
「
総
則
」
の
理
念
を

After

コ
ロ
ナ
の
教
育
の
形
に
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
を
校
内
で
議
論

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
大
き
な
視
点
に
よ

る
校
内
で
の
対
話
を
、
特
に
作
業
工
程
の

前
半
で
は
重
視
し
て
い
ま
す
。

菊
池
先
生

　
新
教
育
課
程
を
多
角
的
に
考

え
る
た
め
、
各
学
年
、
教
科
の
教
師
が
Ｐ

Ｔ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
保
健
体

育
な
ど
の
技
能
教
科
の
教
師
は
、
資
質
・

能
力
の
育
成
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
例
え
ば
新
教
育
課
程
の
検
討
の

過
程
で
、
他
教
科
の
教
師
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
に
つ
い
て
共
有
し
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
は
、
新
課
程
に
お
い
て
は
指
導
と

評
価
の
改
善
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

宍
倉
校
長

　
目
の
前
の
生
徒
に
一
生
懸
命

と
い
う
意
味
で
は
、
本
校
も
ほ
か
の
多
く

の
高
校
と
同
じ
で
す
。
た
だ
、
新
教
育
課

程
の
編
成
に
お
い
て
少
し
だ
け
先
に
歩
き

始
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
笠
井
先
生
を
始
め
と
す
る
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍
で
き
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
教
科
書
も
入
試
も
そ
の
実
像
が

ま
だ
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、「
こ
ん
な
資

質
・
能
力
を
育
み
た
い
」
と
、
大
き
な
視

点
で
語
り
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

う
し
た
時
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
の
が

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

新
教
育
課
程
の
編
成
方
針
と
校
内
で
の
推
進
方
法

•

青
森
県
立
青
森
高
校
の
実
践
事
例
・
校
内
で
目
線
合
わ
せ
が
で
き
る
校
内
資
料

　（教
科
横
断
・
授
業
改
善
・
学
習
評
価
の
構
図
や
論
点
な
ど
）

有
識
者
に
よ
る
新
課
程
の
動
画
解
説
も
満
載

新教育課程編成までのステップ（「新教育課程編成大綱」より）図４

1. 新教育課程編成のための事前の研究・調査〈グローバルな視座から〉

2.学校の教育目標など、教育課程の編成の基本となる事項の確認と共通理解〈ローカルな視座から〉

3.新教育課程の編成作業

•新学習指導要領改訂のポイントについて理解
•県教育委員会「教育課程編成資料」の読み合わせ
•ベネッセの Web セミナー「Withコロナにおける学校教育の形とこれからの学びのデザイ
ン」への参加

•ベネッセのハイスクールオンライン内の「新課程レポート」や大学主催の研修会などを活用
した校内研修

•「大学入試改革×withコロナ×学校教育」で大切なことは何かを校内で議論

•本校の綱領「自律自啓」「誠実勤勉」「和協責任」と、綱領を体現する生徒像＝「目指す
生徒像」、目指す生徒像に必要な資質・能力である「青高力」の内容の確認

•現行教育課程で課題だと感じている事柄の洗い出し・明確化
•現在の授業・考査・週末課題・行事などに抱いている課題感の洗い出し
•「評価」に関する課題（特に「パフォーマンス評価」）について、実技科目の評価の仕方を
学びつつ、評価の観点・方法についての共通理解

•本校生徒の進路選択・受験の特徴の確認
•ここまでの視点を総合して、「新教育課程編成の方針」を策定

•必履修科目を軸に、標準単位数で2022 度入学生の教育課程（１～３学年）を策定
•上記１、２の視点を踏まえ、単位数の増減、学年の配置を調整
•教育課程表「原案１」としてまとめる
•上記２で策定した「新教育課程編成の方針」に基づく「原案１」をキャリア教育委員会に諮問

約
１
カ
月

（
10
月
〜
11
月
）

約
１
カ
月
（
９
月
〜
10
月
）

約
１
カ
月
（
８
月
）
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